
      
 

 
 

             
 

 

 

７
月 

別
名 

文
月
（ 

ふ
づ
き
）、
建
申
月
（ 

け
ん
し 

ん
げ
つ 

）、
孟
秋
（ 

も
う
し
ゅ
う
） 

文
月
の
語
源
と
し
て
「 

穂
含
月
（ 

ほ
ふ
み
づ
き
）」

「 

含
月
（ 

ふ
く
み
づ
き
）」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

方
、
旧
暦
で
は
、
七
、
八
、
九
月
は
秋
に
相
当
す
る

か
ら
、
読
書
の
秋
、
秋
の
夜
長
と
い
っ
た
印
象
か
ら

文
月
と
命
名
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。 

『 

七
月
の
花
』 

 

合
歓
の
木
（（ね
む
の
き
）、
百
日
紅
（ 

さ
る
す
べ
り
） 

木
槿
（ 

む
く
げ
）、
睡
蓮
（ 

す
い
れ
ん
）、 

蓮
（ 

は
す
）、
紅
花
（ 

べ
に
ば
な
）、
透
百
合(

す
か
し

ゆ
り
）、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『 

七
月
の
言
葉
』 

『 

七
夕
（ 

た
な
ば
た
）』旧
暦
の
七
月
十
五
日
の
夜
、
祖

先
の
霊
が
我
が
家
に
帰
っ
て
き
て
寝
食
を
共
に
し
、
ま
た
天

上
に
帰
っ
て
い
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
で
選
ば
れ
た

娘
が
川
や
湖
の
ほ
と
り
で
祖
先
の
た
め
に
衣
類
を
機
（は
た
）

で
織
り
用
意
し
て
お
い
た
棚
に
置
い
て
お
く
と
い
う
習
慣
か

ら
、
棚
機
（ 

た
な
は
た
）と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
伝
わ
っ

た
仏
教
で
は
七
月
十
五
日
は
あ
の
世
で
苦
し
ん
で
い
る
亡
者

を
救
う
た
め
の
仏
教
上
の
行
事
の
日
だ
と
い
う
こ
と
で
棚
機

の
行
事
は
そ
の
準
備
の
行
事
と
し
て
一
週
間
繰
り
上
げ
ら

れ
七
月
七
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
七

夕
を
（ 

た
な
ば
た
）と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

『 

藪
入
り
』江
戸
時
代
に
は
、
小
正
月
の
一
月
十
五
日
と 

 

お
盆
が
あ
る
七
月
十
五
日
の
翌
日
、
一
月
十
六
日
と
七

月
十
六
日
は
、
藪
入
り
と
言
っ
て
嫁
入
り
先
か
ら
お
嫁

さ
ん
が
、
ま
た
奉
公
先
か
ら
丁
稚
や
女
中
が
実
家
に
帰

れ
る
休
日
で
し
た
。
奉
公
人
は
、
主
人
か
ら
小
遣
い
を
も

ら
い
帰
省
し
て
実
家
の
お
盆
や
正
月
に
加
わ
っ
た
り
、
芝

居
見
物
を
し
て
羽
を
伸
ば
し
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
奉
公

に
出
し
た
一
人
息
子
が
帰
っ
て
く
る
の
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
親
夫
婦
の
話
を
落
語
に
し
た
『 

藪
入
り
』は
ス
ト
ー

リ
ー
が
わ
か
っ
て
い
て
も
泣
け
て
き
ま
す
。 

『 

土
用
入
り
』立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
、
十
八

日
間
か
ら
十
九
日
間
を
土
用
と
呼
び
、
こ
の
期
間
に
土

木
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
を
避
け
た
と
言
い
ま
す
。
現

在
で
は
立
秋
前
の
土
用
が
一
番
有
名
で
す
。
夏
バ
テ
し
な
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い
よ
う
に
う
な
ぎ
を
は
じ
め
、
土
用
し
じ
み
、
土
用

餅
、
土
用
卵
な
ど
精
の
つ
く
も
の
を
食
べ
る
習
慣
が
広

が
り
ま
し
た
。
年
に
よ
っ
て
は
丑
の
日
が
二
回
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
一
の
丑
、
二
の
丑
と
呼
ば
れ
ま
す
。
土
用

入
り
は
梅
を
干
す
こ
ろ
に
も
当
た
り
ま
す
。 

『 

三
尺
寝
』熱
い
昼
ひ
な
か
、
職
人
や
大
工
が
し
ば
し

休
憩
し
て
短
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
仕
事

場
の
三
尺
（ 

約
九
十
セ
ン
チ
）ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
で
ご

ろ
り
と
横
に
な
っ
た
の
が
そ
の
名
の
由
来
と
か
。
ま

た
、
日
の
影
が
三
尺
ほ
ど
動
く
小
一
時
間
ほ
ど
の
仮

眠
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

『 

七
月
の
暦
』 

 
  

一 

日  
 

富
士
山
開
き 

 
 

 

二 

日 
 

半
夏
生 

 
 

 

四 

日   

米
国
独
立
記
念
日 

 
 

 

七 

日 
 

小
暑
、
七
夕
。
秀
吉
の
刀
狩
（一
五
八
八
） 

 
 

 

十
五
日 

 

開
院
記
念
日
（ 

当
院
） 

 
 

 

十
六
日 

 

高
見
山
優
勝
（一
九
七
ニ
）十
三
勝
二
敗
で

優
勝
、
外
国
人
力
士
の
優
勝
は
初
め
て 

   

十
七
日 

 

海
の
日 

二
十
三
日 

 

大
暑
。
相
馬
野
馬
追
い
（ 

～
二
十
五
日
） 

二
十
四
日 

 

河
童
忌
、
芥
川
龍
之
介
没
（昭
和
２
年
） 

二
十
七
日 

 

田
中
角
栄
逮
捕
（一
九
七
六
）い
わ
ゆ
る 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件 

 
   

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
九
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『 

今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

    
   

   
   

   
   

   
   

  
 

    

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
八
月
二
十
七
日
（ 
日
） 

三
、
休
診
の
お
知
ら
せ 

七
月
二
十
八
・二
十
九
日(

金
・ 

土) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

四
、
第
６
回
文
化
講
演
会(

六
月
二
十
三
日) 

『 

キ
リ
ス
ト
教
は
ど
ん
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
か
』 

第
４
回 

キ
リ
ス
ト
教
の
分
派
、
他
宗
教
と
の
違
い 

講
師
は
、
高
崎
市
日
高
教
会
牧
師 

中
村
孝
志
先
生
で
し
た
。 

ま
と
め(

箇
条
書
き) 

 
 
 
 

１ 

キ
リ
ス
ト
教
が
生
ま
れ
て
か
ら
千
年

で
東
方
教
会
と
西
方
教
会
に
分
裂
し
た
。 

 
 
 

２ 

東
方
教
会
は
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
正
教

会
と
ロ
シ
ア
正
教
会
に
分
か
れ
た
。 

 
 
 

３ 

ロ
シ
ア
正
教
会
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
が
函

館
に
来
た
。
こ
こ
で
は
密
出
国
前
の
新

島
襄
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
そ
の
後
、

東
北
を
経
て
関
東
に
来
て
、
お
茶
の
水

に
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
建
て
た
。 

 
 
 

４ 

西
方
教
会
は
東
方
教
会
と
の
分
裂
後

５
０
０
年
し
て
か
ら
、
ル
タ
ー
に
よ
る

宗
教
改
革
に
よ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

（
抗
議
す
る
も
の
）
が
分
裂
し
た
。
今

年
は
ル
タ
ー
に
よ
る
宗
教
改
革
５
０
０

周
年
に
あ
た
る
。 

 
 
 
 

ル
ー
テ
ル
教
会 

カ
ル
ヴ
ァ
ン
ス
イ
ス
改
革
派
教
会 

 
 
 
 

イ
ギ
リ
ス
国
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
に
近
い
） 

 

福
音
伝
道
教
団 

組
合
協
会 

 

な
ど 



 
 

 
 

５ 

キ
リ
ス
ト
教
に
近
い
宗
教 

一
神
教
、
聖
典
主
義 

を
と
る
も
の 

 
 

 
 

 
旧
約
聖
書
か
ら 

→
新
約
聖
書
→
キ
リ
ス
ト
教 

 
 

 
 

 
 

 
 

→
コ
ー
ラ
ン 

→
イ
ス
ラ
ム
教 

 
 

 
 

 
 
 
 

→
タ
ル
ム
ー
ド
→
ユ
ダ
ヤ
教 

    
 

６ 

救
済
論
の
違
い 

カ
ト
リ
ッ
ク 

 
 

恵
み
と
行
い
に
よ
っ
て 

 
 

 
 

 
 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト 

恵
み
の
み
に
よ
っ
て 

 
 

五
、
第
８
回
文
化
講
演
会
お
知
ら
せ 

キ
リ
ス
ト
教
は
何
を
教
え
て
い
る
の
か
？ 

第
５
回
（ 

最
終
回
） 

『 

内
村
鑑
三
と
新
島 

襄
』 

講
師 

高
崎
日
高
教
会 

中
村
孝
志
牧
師 

 
 

 
 

 

期
日 

八
月
十
八
日(

金)

午
後
七
時 

      

会
場 

秋
山
医
院
待
合
室 

 
 

 
 

ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
。
内
容
は
多
少
変
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
質
問
歓
迎
し
ま
す
。

全
５
回
、
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。 

六
、
開
院
十
五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

フ
ル
ー
ト 

 

鶴
渕 

千
景
さ
ん 

     

ピ
ア
ノ 

 
 

田
中
悠
一
郎
さ
ん 

     

日 

時
・・ 

平
成
２
９
年
７
月
２
０
日
（ 

木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
７
時
か
ら 

 
 

 
 

と
こ
ろ
・・・ 

秋
山
医
院
待
合
室 

 
 

 
 

 

  

七
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 
 

 
 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

八
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
１
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

九
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/ 

           

 
 

 
 

 
 

 

宵
待
草 

 
 

 

作
詞 

竹
久
夢
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
曲 

多 

忠
亮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

待
て
ど
暮
ら
せ
ど 

 
 

 
 

 
 

 

来
ぬ
人
を 

 
 

 
 

 
 

 

宵
待
草
の 

 
 

 
 

 
 

 

や
る
せ
な
さ 

 
 

 
 

 
 

 

こ
よ
い
は
月
も 

出
ぬ
そ
う
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

一
九
一
六
年
） 

 
 

 

明
治
四
十
三
年
銚
子
に
旅
し
た
夢
二
は
そ
こ
で
一 

 
 

 

人
の
女
性
に
恋
し
た
。
翌
々
年
に
訪
ね
た
と
き
は 

そ
の
女
性
は
す
で
に
嫁
ぎ
先
が
決
ま
っ
て
お
り
、
夢

二
は
失
意
の
う
ち
に
帰
京
し
た
。
そ
の
時
作
っ
た
詩

が
こ
の
歌
で
す
。 

一
九
一
六
年
、
東
京
音
楽
学
校
の
学
生
か
ら 

『 

こ
の
歌
に
曲
を
つ
け
て
も
構
わ
な
い
で
し
ょ
う

か
？
』 

と
便
り
が
届
い
た
。 

こ
の
学
生
は
後
に
宮
内
省
楽
部
で
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど

を
担
当
し
た
多
忠
亮
（ 

お
お
の
た
だ
す
け
）で
あ
っ

た
。
夢
二
の
思
い
出
の
詩
に
新
た
な
息
吹
を
与
え
て

く
れ
た
多
に
夢
二
は
涙
を
流
し
て
礼
を
述
べ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
ま

し
た
。 

月曜 膠原病について 

火曜 不整脈のいろいろ 

水曜 子供のアトピー 

木曜 冷房と婦人科疾患 

金曜 乳幼児のスキンケアとかゆみ対策 

土日 指しゃぶりって体に悪いの？ 

http://www.raijin.com/kenko/


多
忠
亮
は
３
５
歳
で
夭
折
し
て
い
ま
す
。
夢
二
は

一
九
三
四
年
、
５
０
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。 

当
の
女
性
は
音
楽
教
師
と
結
婚
し
一
九
六
七

年
に
他
界
し
ま
し
た
が
、
生
前
、
嫁
に
夢
二
の
こ

と
を
尋
ね
ら
れ
と
き
、
『 

今
で
い
え
ば
、
ま
、
不

良
ね
』 

と
答
え
た
と
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
の
喜
早

哲
さ
ん
（ 

２
０
１
６
・
３
・２
６
没
）
の
著
書
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
の
な
い
対
応
だ
と
思
い
ま

し
た
。  

 
 

 
 

学
習
研
究
社 

私
の
心
の
歌
（夏
）
岩
波
書
店
唱
歌
・ 

 
 

 
 

 

童
謡
も
の
が
た
り 

参
考 

 
 

 
 

 
 

 
 

け
ん
こ
う 

（ 

九
十
三
） 

食
中
毒
に
つ
い
て 

は
じ
め
に 

 
 

高
温
多
湿
の
こ
の
時
期
は
食
中
毒
の
起
こ
り
や 

す
い
時
期
で
す
。
特
徴
を
知
っ
て
い
れ
ば
多
く
の 

食
中
毒
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

一
、
食
中
毒
と
は
？ 
 

 
 

食
中
毒
と
は
食
べ
物
が
原
因
で
、 

腹
痛
、
発
熱
、
下
痢
な
ど
を
起
こ
し
、
体
の
具
合
が

悪
く
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

加
熱
の
不
十
分
な
肉
類
や
魚
介
類
、
卵
な
ど
で
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

原
因
は
、 

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
が
一
番
多 

 
 

い
。
ま
た
毒
キ
ノ
コ
や
ふ
ぐ
が
も
つ
毒
（自
然
毒
）や
化

学
物
質
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、
汚
れ
た
手
、
よ
く
洗
っ
て
い
な
い

食
べ
物
、
料
理
し
た
後
の
ま
だ
洗
っ
て
い
な
い
調
理
具

（ 

包
丁
や
ま
な
板
）に
沢
山
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

多
く
の
食
中
毒
は
、
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
毒
が
体
の
中

に
入
っ
て
か
ら
１
日
か
ら
２
日
後
に
起
こ
り
ま
す
が
、

短
い
場
合
は
食
後
３
０
分
、
長
い
場
合
は
食
後
１
週
間

以
上
経
っ
て
か
ら
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

＊
病
原
性
大
腸
菌
・・・
食
後
２
日
か
ら
１
０
日
と
長
い

た
め
、
そ
の
間
に
他
の
人
に
感
染
（ 

う
つ
）っ
た
り
し
て

原
因
が
同
定
し
づ
ら
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

二
、
食
中
毒
の
症
状 

腹
痛
、
発
熱
、
下
痢 

三
、
原
因
施
設 

飲
食
店
が
半
数
以
上
。
家
庭
内
発
生
も
１
割
あ
る

の
で
家
庭
で
の
管
理
が
重
要
で
す
。 

四
、
発
生 

食
中
毒
菌
は
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
増
殖
し 

ま
す
。 

月
別
で
は
、
細
菌
は
６
月
か
ら
９
月
に
多
く 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
冬
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。 

奥
日
光 

男
体
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



五
、
原
因
菌
と
付
着
し
や
す
い
食
品 

 
 
 
 
 
 

サ
ル
モ
ネ
ラ(

鶏
卵
、
肉
類) 

 

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー(

鶏
肉) 

 

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ(
魚
介
類)

、 

病
原
性
大
腸
炎(
野
菜
、
肉
） 

 

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌 

 
 
  

(

細
菌
の
つ
い
た
手
で
触
っ
た
食
品
、
お
に 

 
 

 

 
 
 

ぎ
り
な
ど) 

細
菌
は
食
品
に
最
初
か
ら
つ
い
て
い
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

六
、
食
中
毒
予
防
の
３
原
則(

基
本) 

 
 
 
 

食
中
毒
菌
を
、 

つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
殺
菌 

七
、
食
中
毒
予
防 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

(

具
体
的
対
策) 

１ 

食
材
選
び 

 

衛
生
的
な
店
で
新
鮮
な
食
品
を
買
う 

 
 
 

肉
や
魚
は
最
後
に
買
う 

２ 

保
存 

 
 

冷
蔵
庫
の
温
度
管
理 

 
 

 

冷
蔵
庫
の
中
を
清
潔
に
保
つ 

３ 

調
理
の
準
備
・
後
片
づ
け 

 
 
 

ま
な
板
は
食
材
ご
と
に
使
い
分
け
る 

 
 

ふ
き
ん
は
頻
繁
に
取
り
替
え
る 

 
 

シ
ン
ク
の
衛
生
管
理 

 

４ 

調
理
の
基
本 

７
５
℃
、
１
分
以
上
で
殺
菌 

５ 

残
っ
た
食
品
へ
の
対
応 

 
 

早
く
冷
ま
し
て
冷
蔵
庫
に 

遅
く
て
も
調
理
後
２
時
間
以
内
に
食
べ
る 

八
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
に
つ
い
て 

 
 

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
寄
生
虫
ア
ニ
サ
キ
ス
症
に 

 

 
 

つ
い
て
追
加
し
ま
す
。 

海
産
魚
介
類
の
生
食
を
原
因
と
す
る
寄
生
虫
症 

の
中
で
，
我
が
国
で
最
も
多
発
す
る
も
の
が
ア
ニ
サ

キ
ス
症
で
す
。
我
が
国
で
か
な
り
古
く
か
ら
あ
っ
た 

病
気
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
因
と
な
る
虫
種
が 

１
９
７
０
年
代
以
降
に
は
内
視
鏡
検
査
の
普
及
と
と

も
に
、
生
検
用
鉗
子
で
の
虫
体
摘
出
が
可
能
と
な

り
、
予
想
外
に
多
数
の
本
症
例
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
験
例
で
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
，
生
鮮
食
料
品
の
輸
送
体
系
が
近
代
化
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
現
在
の
ア
ニ
サ
キ
ス
症
発
生
の
増
加

と
広
域
化
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
（ 

冷
凍
し
な
い
ま
ま
遠
隔
地
ま
で
輸
送
さ
れ

食
さ
れ
る
こ
と
） 

疫
学 

ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
発
生
は
、
刺
身
や
寿
司
な
ど
海
産

魚
介
類
の
生
食
を
嗜
好
す
る
食
習
慣
と
強
く
関
連

す
る
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
に
比
し
て
圧
倒
的
多
数
の

症
例
が
我
が
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
１
年
の
年
平
均
で
は
、
年
間 

 

に
７
、
１
４
７
件
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

海
外
で
の
報
告
数
は
、
１
９
６
０
年
に
本
症
の
発
生

が
オ
ラ
ン
ダ
で
報
告
さ
れ
て
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
に



、
欧
州
で
累
計
約
５
０
０
件
，
米
国
で
同
約
７
０ 

 

 
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人
への
感
染
源
と
な
る
魚
介
類
は
，
我
が
国
の

近
海
で
漁
獲
さ
れ
る
も
の
で
も
１
６
０
種
、
こ
の

中
で
も
患
者
の
食
歴
か
ら
、
サ
バ
（ 

マ
サ
バ
お
よ

び
ゴ
マ
サ
バ
の
総
称
、
加
工
品
と
し
て
の
「 

し
め

鯖
」を
含
む
）が
最
も
重
要
な
感
染
源
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
、
イ

カ
、
サ
ン
マ
な
ど
が
感
染
源
に
な
る
機
会
の
多
い

魚
介
類
と
し
て
、
注
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

臨
床
症
状 

１ 

胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症 

魚
介
類
の
生
食
後
数
時
間
し
て
激
し
い
上
腹
部

痛
、
悪
心
、
嘔
吐
を
も
っ
て
発
症
す
る
の
が
特
徴

で
す
。 

食
歴
に
関
す
る
問
診
と
臨
床
症
状
か
ら
劇
症
型

胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
胃
内
視

鏡
検
査
で
虫
体
を
検
索
し
（ 

虫
体
１
匹
の
穿
入

で
発
症
す
る
こ
と
も
多
い
）検
出
虫
体
の
形
態
と

遺
伝
子
配
列
か
ら
確
定
診
断
し
ま
す
。 

２ 

腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症 

虫
体
が
腸
に
穿
入
す
る
腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症
で
は
、

腹
痛
、
悪
心
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、
時

に
腸
閉
塞
や
腸
穿
孔
を
併
発
す
る
。
腸
閉
塞
な

ど
で
手
術
を
受
け
た
例
で
は
、
摘
出
部
位
の
病

理
組
織
標
本
に
虫
体
を
検
索
し
、
原
因
を
確
定
し

ま
す
。 

３ 

消
化
管
外
ア
ニ
サ
キ
ス
症 

ま
れ
に
虫
体
が
消
化
管
を
穿
通
し
て
腹
腔
内
へ脱
出 

後
、
大
網
、
腸
間
膜
、
腹
壁
皮
下
な
ど
に
移
行
し
，
肉

芽
腫
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虫
体
寄
生
部

位
に
応
じ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

４ 

ア
ニ
サ
キ
ス
ア
レ
ル
ギ
ー 

魚
介
類
の
生
食
後
に
蕁
麻
疹
を
主
症
状
と
す
る
ア
ニ 

サ
キ
ス
ア
レ
ル
ギ
ー
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更

に
血
圧
降
下
や
呼
吸
不
全
、
意
識
消
失
な
ど
の
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
を
呈
し
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

予
防
・治
療 

海
産
魚
介
類
の
生
食
を
避
け
る
こ
と
、
あ
る
い
は
加 

熱
後
に
喫
食
す
る
こ
と
（ 

６
０
℃
で
１
分
以
上
）
が
、

確
実
な
感
染
予
防
の
方
法
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
冷
凍
処
理
（ 

マ
イ
ナ
ス
２
０
℃
、
２
４
時
間
以
上

）に
よ
り
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
感
染
性
を
失
う
の
で
、

魚
を
冷
凍
し
て
解
凍
後
に
生
食
す
る
こ
と
は
感
染
予

防
に
有
効
で
す
。  

加
熱
や
冷
凍
以
外
の
方
法
と
し
て
、
新
鮮
な
う
ち
に 

 

魚
介
類
の
内
臓
を
摘
出
す
る
な
ど
の
工
夫
も
、
感
染

予
防
に
適
用
で
き
ま
す
。
内
臓
に
寄
生
す
る
幼
虫
が

漁
獲
後
に
筋
肉
へ移
行
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。 

な
お
、
醤
油
、
わ
さ
び
、
酢
が
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
予
防

に
有
効
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
料

理
で
使
う
程
度
の
量
や
濃
度
、
処
理
の
時
間
で
は
虫

体
は
死
な
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

治
療
法
に
関
し
て
は
、
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症
で
は
胃 

内
視
鏡
検
査
時
に
胃
粘
膜
に
穿
入
す
る
虫
体
を
見
つ

け
、
こ
れ
を
鉗
子
で
摘
出
し
ま
す
。
腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症
で

は
対
症
療
法
が
試
み
ら
れ
、
場
合
に
よ
り
外
科
的
処

置
が
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
現
在
の
と
こ
ろ
、
幼
虫
に
対

す
る
効
果
的
な
駆
虫
薬
は
開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

  
 

(

国
立
感
染
症
研
究
所
寄
生
動
物
部 

杉
山 

広 

   
  

森
嶋
康
之
氏
の
２
０
１
４
年
の
文
章
か
ら
引
用
） 

  



院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
四
十
） 

 
 

 
わ
た
し
の
浪
人
生
活 

 
 

◆
二
浪
に
も
な
る
と
親
も
心
配
し
始
め
、
私
も

真
剣
に
な
っ
た
。
池
袋
の
予
備
校
が
決
ま
り
、

私
鉄
の
２
つ
目
の
駅
を
降
り
た
と
こ
ろ
の
３

畳
一
間
四
千
円
の
ア
パ
ー
ト
で
生
活
が
始
ま

っ
た
。
友
達
も
お
ら
ず
、
予
備
校
へ
行
っ
て
帰

る
生
活
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
駅
で
切
符
を
買

う
と
き
に
口
を
開
い
て
１
日
に
２
回
、
駅
名

を
ふ
た
つ
言
う
こ
と
で
済
ん
だ
。 

 
 

 
 

 

 
 

◇
予
備
校
の
生
活
は
灰
色
で
は
な
く
こ
こ
で
も

毎
日
活
気
溢
れ
る
時
間
が
過
ご
せ
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
に
そ
れ
は
充
実
し
た
講
師
陣
の
せ
い

で
あ
っ
た
。
受
験
の
点
数
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も

学
問
の
面
白
さ
を
予
備
校
で
教
わ
っ
た
気
が
し

ま
す
。
国
語
で
は
『 

學
燈
』
の
創
刊
者
保
坂
弘

司
先
生
が
講
義
さ
れ
た
こ
と
を
後
日
高
校
の
国

語
の
先
生
に
お
話
し
た
と
こ
ろ
大
変
う
ら
や
ま

し
が
ら
れ
て
、
実
に
深
い
と
こ
ろ
ま
で
読
み
解
い

て
く
れ
る
先
生
だ
と
か
つ
て
受
け
た
講
義
の
こ

と
を
想
い
出
さ
れ
、
自
分
も
も
う
一
度
一
緒
に

そ
の
授
業
を
受
け
て
み
た
い
ほ
ど
だ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
（ 

真
に
受
け
て
手
引
き
で
も
し
て
二

人
で
一
緒
に
講
義
を
受
け
た
と
し
た
ら
、
こ
れ

は
高
校
教
師
へ
の
い
や
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
で
し
ょ
う
） 

 
 

◆
若
い
先
生
が
数
学
の
担
当
で
、
心
が
澄
ん
で
い
た

の
で
し
ょ
う
、
声
も
清
明
で
よ
く
通
り
、
受
講
生

の
皆
に
は
友
達
に
対
す
る
よ
う
な
態
度
で
講
義

を
し
て
く
れ
、
皆
の
気
持
ち
が
高
揚
し
て
い
る
の

を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

残
念
な
こ
と
に
、
１
、
２
か
月
で
辞
め
る
こ
と
に

な
り
、
皆
が
残
念
が
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ

以
上
に
先
生
の
ほ
う
が
『 
君
た
ち
に
申
し
訳
な

い
』と
残
念
が
っ
て
い
る
姿
に
も
真
心
が
こ
も
っ
て

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

あ
と
で
、
年
配
の
英
語
の
先
生
が
、
事
情
を
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

こ
の
先
生
は
、
音
楽
を
や
り
た
い
と
い
う
希
望

が
前
か
ら
あ
り
、
今
回
う
し
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る

思
い
も
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
む
こ
う
の
受
け
入

れ
が
適
っ
た
の
で
こ
の
時
期
を
逃
し
た
ら
も
う
チ

ャ
ン
ス
は
め
ぐ
っ
て
来
な
い
と
考
え
、
決
心
し
た
の

だ
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
ず
っ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

音
楽
を
勉
強
す
る
の
が
夢
だ
っ
た
と
い
う
の
で

す
。
英
語
の
先
生
は
そ
の
決
心
を
強
く
賞
賛
し

て
、
皆
も
心
か
ら
応
援
し
て
送
り
出
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

◇
こ
の
若
い
先
生
か
ら
数
学
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い

た
ら
ど
ん
な
に
良
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
反
面
、
こ
の
先
生
が
示
し
て
く
れ

た
『 

自
分
の
人
生
に
対
し
前
向
き
な
姿
勢
を

と
る
こ
と
』
と
い
う
手
本
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
自
分
の
取
る
べ
き
姿
勢
を
学
べ
た

こ
と
の
ほ
う
が
私
に
は
大
き
な
学
び
に
な
っ
た
と

今
で
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

◆
こ
の
英
語
の
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に
学
生
と
同
様

に
若
い
講
師
陣
の
フ
ォ
ロ
ー
も
や
っ
て
く
れ
て
い

て
、
と
に
か
く
若
い
人
に
や
さ
し
く
温
か
い
目
を

向
け
て
く
れ
る
御
人
格
の
方
で
し
た
。
Ａ
６
判
に

必
要
な
英
会
話
表
現
を
１
０
０
例
印
刷
し
て
、

青
色
の
表
紙
で
閉
じ
た
も
の
を
『 

暗
記
し
た
ら

よ
い
で
す
よ
』
と
言
っ
て
全
員
に
配
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
が
あ
の
当
時
こ
れ



を
全
部
暗
記
し
て
い
た
ら
、
英
会
話
が
苦
手

に
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
と
悔
ん
で
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
池
袋
の
駅
か
ら
予
備
校
ま
で
の
途
中
に
名
画

座
が
あ
り
、
そ
こ
に
新
し
く
名
画
が
上
映
さ

れ
る
と
『 

い
ま
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
の
「 

誰
が

た
め
に
鐘
は
鳴
る
」
、
オ
ー
ソ
ン
ウ
エ
ル
ズ
の

「 

第
三
の
男
」が
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

二
本
で
百
円
な
ん
て
お
得
で
す
よ
、
ぜ
ひ
見

に
行
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
』
と
い
う
ふ
う
に
話

さ
れ
お
ま
け
に
第
三
の
男
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

を
奏
で
る
楽
器
チ
タ
ー
の
話
も
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
淀
川
某
さ
ん
の
よ
う
。 

◆
さ
っ
そ
く
見
学
に
行
き
、
そ
の
後
、
『 

奇
跡
の

人
』
『 

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
、
は
て
は
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
で
『 

宮
本
武
蔵
』
６
部
全
部
ぶ
っ
通

し
で
朝
ま
で
鑑
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

◆
当
時
の
私
は
、
ズ
ボ
ン
と
い
え
ば
学
生
服
の
ズ
ボ

ン
し
か
は
い
た
こ
と
が
な
く
、
高
校
時
代
の
そ
れ

を
ず
っ
と
は
い
て
い
ま
し
た
。
時
間
が
た
つ
と
膝

の
あ
た
り
が
白
く
な
っ
て
き
て
い
か
に
も
汚
れ
た

感
じ
が
す
る
の
で
す
が
、
自
分
の
勉
強
の
調
子

が
良
い
時
は
そ
れ
が
苦
に
な
ら
ず
、
調
子
が
悪

く
な
っ
て
く
る
と
途
端
に
み
す
ぼ
ら
し
く
自
分

で
感
じ
て
し
ま
い
、
歩
く
の
が
恥
ず
か
し
い
気
持

ち
に
な
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

◇
休
み
の
日
に
ア
パ
ー
ト
の
外
の
水
道
で
洗
濯
を

し
て
い
た
ら
、
群
馬
で
パ
ー
ト
の
高
校
体
育
教
師

を
や
っ
て
い
た
す
ぐ
上
の
兄
が
た
ま
た
ま
訪
ね
て

来
て
く
れ
て
、
こ
ん
な
に
汚
れ
た
粗
末
な
も
の
を

着
て
い
る
の
か
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
の

給
料
だ
と
い
っ
て
新
札
を
一
枚
呉
れ
、
食
事
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
妹
さ
く
ら
に
対

す
る
『 

寅
さ
ん
』
の
よ
う
な
存
在
で
、
困
っ
て
い

る
と
突
然
現
れ
て
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

◆
内
に
充
実
し
て
い
れ
ば
外
見
は
少
々
み
す
ぼ

ら
し
く
と
も
、
恥
ず
か
し
く
な
い
、
と
い
う
小
哲

学
を
持
っ
た
の
で
す
が
、
社
会
人
に
な
る
と
そ

う
と
ば
か
り
は
言
っ
て
お
れ
ず
、
冠
婚
葬
祭
や

い
ろ
い
ろ
な
集
ま
り
に
も
あ
ま
り
に
そ
の
場
の
雰

囲
気
か
ら
外
れ
た
も
の
で
は
、
失
礼
に
あ
た
る

こ
と
を
学
び
、
そ
の
後
は
極
端
に
衣
服
に
神
経

質
に
な
り
、
ど
れ
が
い
い
か
と
必
ず
家
内
に
聞
い

た
う
え
で
出
か
け
て
い
ま
す
。
内
に
充
実
し
な

く
な
っ
て
来
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 


